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 宗像恒次: がんから家族を救う愛の療法 SAT. サトルエネルギー学会誌, 12: 30-47, 2007. 
 宗像恒次, 田中京子, 小林由実: SAT 気質コーチングによる人間関係のコラボレーション. ヘルスカウンセリング学会年報, 

13: 1-11, 2007. 
 橋本佐由理, 奥富庸一, 宗像恒次: SAT カウンセリングセミナーの教育効果に関する研究. ヘルスカウンセリング学会年報, 

13: 59-78, 2007. 
 宗像恒次: 総うつ時代の社会学的克服策－他者報酬型労働から自己報酬型労働へ. 日本ストレス学会, 22（1）: 24-30, 2007. 
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Counseling and Imagery Therapy, 1: 59-78, 2007. 
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ーツ科学学会, 1(13): 7-12, 2007. 
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2．著書 

 宗像恒次: 子ども社会に忍び寄るストレスの影, 食肉と健康に関するフォーラム委員会編, ストレス時代を生き抜く.（財）
日本食肉消費総合センター, 32-36, 2007. 

 宗像恒次: 医療の場におけるコミュニケーション, 日本死の臨床研究会・ 教育研修委員会編: 死の臨床とコミュニケーショ
ン. 人間と歴史社, 13-35, 2007. 
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3．口頭発表 

 前田隆子, 栗原浩子, 森嶋勇, 宗像恒次: 初発乳がん患者への退院前後における心理的介入の効果の検討. 第 16 回茨城がん
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埼玉, 2007. 6. 
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6. 
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置の構築―. 第 6回「心と遺伝子研究会」, 茨城, 2007. 8. 



 小林啓一郎, 宗像恒次, 橋本佐由理, 村上和雄, 帯津良一, 林隆志, 坂本成子, 堀美代: がん生存者の p53, RB 発現支援のた
めのイメージ療法技法. 第 6回「心と遺伝子研究会」, 茨城, 2007. 8. 

 瀬在泉, 宗像恒次: 両親の喫煙状況が青年期男女の喫煙経験及び心理特性に与える影響.第2回日本禁煙学会, 東京, 2007. 8. 
 宗像恒次: だれもが本当の自分を愉しく生きる, SAT で変える未来. 第 14 回ヘルスカウンセリング学会学術大会, 東京, 2007. 

9. 
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のためのイメージ療法技法. 第 14 回ヘルスカウンセリング学会学術大会, 東京, 2007. 9. 
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会, 東京, 2007. 9. 
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ウンセリング学会学術大会, 東京, 2007. 9. 
 鈴木裕子, 宗像恒次: 労働者のメンタリング認知と精神健康度に関する調査研究. 第13回日本精神保健社会学会, 学術大会・ 

総会, 東京, 2007. 11. 
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総会, 東京, 2007. 11. 
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万有製薬（株）, 59 b: 12-13, 2007. 
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